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　目的　　生活科の指導書（文部省）には、食物の教材としての扱い方に関す

る具体的な記述はないが、「植物の栽培には、収穫の喜びが味わえるものなど

を選ぶとよい」と記されていて、発行されている数社の教科書のなかには、収

穫を確かめ、喜び合うパーティーにむけての調理場面や調理方法を掲載してい

るものがある。現在、調理指導は第５学年からの家庭科で行われているが、低

学年からの学習を普遍的傾向と考えるなら、家庭科との関連をはかるためにも、

その指導内容と目標を明確にする必要がある。本研究ではその手始めとし、生

活科における調理の指導性等について検討した。

　方法　　奈良県内の国立を除く全公立小学校255校の第２学年担当教師を対

象に、1992年10月上旬から11月上旬にかけて、郵送による質問紙法でアンケー

ト調査を行った。有効回収率は71％であった。

　結果　　教科書に掲載例の多いトマト（ミニトマトを含む）を栽培教材とし

て、採用した学校が約９割あった。調理方法の中の、包丁の使用については、

実際の使用度より「使用させたい」という意識が上回っていた。包丁指導の肯

定的な推進については、低学年に適した調理設備や、１学級あたりの児童数を

考慮する必要があることがわかった。
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　目的　毎日の食事は、体に必要な栄養素をバランスよく摂取するために、各食品群から

かたよりなく、多数の食品を食べるようにする必要がある。中学生は成長の著しいときな

のに、野菜類を好まない傾向が見られるので、個々の野菜に対する好みを明らかにし、中

学校技術・家庭科の食物領域の基礎資料を得るために、一対比較法で調査した。

　方法　調査対象は北海道（函館市、上磯郡）、東京都（渋谷区、新宿区、保谷市）、天

理市、広島県（呉市、三次市、広島市）の中学２・３年生の男女2437名。調査期間は1992

年6～9月。調査方法は某社の旧（1992年度使用）技術・家庭科の教科書にある食物領域の

食品から12食品（じゃがいも、魚、卵、肉、わかめ、牛乳、チーズ、みかん、りんご、と

うふ、にんじん、たまねぎ）を精選し、66対の調査項目と、また、日常よく利用される野

菜の9食品（きゅうり、だいこん、キャベツ、たまねぎ、トマト、にんじん、ほうれんそ

う、ピーマン、ねぎ）からz対の調査項目を作成し、２種類の調査を行った。

　結果　12食品の調査では、４地域を通して、多少の順位は異なるが、肉、みかん、りん

ごなどの順に好まれ、にんじん、たまねぎ、とうふ、わかめの順に好まれていない。また、

男女別では女子と比較して男子は肉を好む傾向が見られた。

　次に、野菜9食品の調査では、トマト、きゅうり、キャベツの順に好まれ、ピーマン、

にんじん、ねぎの順に好まれていない。また、全地域の男女別においても同一の結果となっ

た。今後、好まれない食品をどのように好きにさせていくかを検討課題にしたい。
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